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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グレージング基材と、
　前記グレージング基材の一方の側のみに取り付けられた反射性偏光フィルム物品と、
　を備える窓を含む物品であって、
　前記反射性偏光フィルム物品が、反射性偏光フィルムと、前記反射性偏光フィルムの室
内側のみに配置された反射防止剤層と、を備え、
　前記反射防止剤層が着色層又は吸収性偏光層を備え、前記反射防止剤層は前記反射性偏
光フィルムから反射される光を防止し、前記反射性偏光フィルム物品は、水平表面から反
射される光及びレイリー散乱光を含む水平偏光であるグレアを減少させ、前記反射性偏光
フィルム物品が、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減する、物品。
【請求項２】
　前記反射性偏光フィルムが、多層構造を備える、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記反射防止剤層が、着色層を備える、請求項１に記載の物品。
【請求項４】
　少なくとも１つのグレージング基材と、
　前記グレージング基材の一方の側のみに配置された少なくとも１つの反射性偏光フィル
ムと、前記反射性偏光フィルムの室内側のみに配置された少なくとも１つの反射防止剤層
と、を備える窓を含むグレージングユニットであって、
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　前記反射防止剤層が着色層又は吸収性偏光層を備え、前記反射防止剤層は前記反射性偏
光フィルムから反射される光を防止し、前記反射性偏光フィルムは、水平表面から反射さ
れる光及びレイリー散乱光を含む水平偏光であるグレアの透過を減少させ、前記反射性偏
光フィルムが、前記水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減する、グレージ
ングユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、グレージング物品に関し、特にグレアを低減するグレージング物品及びユニ
ットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多様な技法を使用して、窓などのグレージングを通る入来光からのグレアを低減するこ
とができる。カーテン、ブラインド、ドレープ、又はシャッターを使用するなどのこれら
の技法の多くは、入来光のすべてが遮断されるため、望ましくない場合がある。したがっ
て、住宅、オフィス、又は他の建物の中の部屋、廊下、又は他のエリアの窓が、グレアを
低減するために遮蔽される場合、その部屋、廊下、又はエリアでは人工照明が必要になる
。人工照明は、審美的にあまり魅力的でないばかりか、エネルギーを必要とし、住宅又は
建物のエネルギー利用を増加させる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本開示は、グレアを低減するグレージング物品及びユニットを備える。開示のグレージ
ング物品は、グレージング基材と、そのグレージング基材に取り付けられた反射性偏光フ
ィルム物品と、を備える。反射性偏光フィルム物品は、反射性偏光フィルムと、反射防止
剤層とを備える。反射性偏光フィルム物品は、水平である偏光ブロック軸線により偏光の
透過を低減し、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減する。反射性偏光フ
ィルムは、多層フィルム構造を備えてよい。反射防止剤層は、着色層又は吸収性偏光層を
備えてよい。
【０００４】
　グレージングユニットも開示される。開示されたグレージングユニットは、少なくとも
１つのグレージング基材と、少なくとも１つの反射性偏光フィルムと、少なくとも１つの
反射防止剤層と、を備える。反射性偏光フィルムは、水平である偏光ブロック軸線により
偏光の透過を低減し、反射性偏光フィルムは、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以
下まで低減する。グレージング基材、反射性偏光フィルム、及び反射防止剤層は、互いに
接触してもよく、又は接触しなくてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　本出願は、添付図面と関連させて、本開示の様々な実施形態の以下の詳細な説明を考慮
すると、更に完全に理解できると思われる。
【図１】本開示のグレージング物品の断面図。
【図２】本開示のグレージング物品の断面図。
【図３】本開示のグレージング物品の断面図。
【図４】本開示のグレージング物品の断面図。
【図５】本開示のグレージング物品の断面図。
【図６】本開示のグレージング物品の断面図。
【図７】本開示のグレージング物品の断面図。
【０００６】
　以下の例示的実施形態の説明においては、本開示を実施することが可能な異なる実施形
態を実例として示す添付図面を参照する。本開示の範囲から逸脱することなく実施形態を
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利用することが可能であり、構造上の変更が行われうる点は理解されるべきである。図の
縮尺は必ずしも正確ではない。図中、用いられる同様の番号は同様の構成要素を示すもの
とする。しかしながら、特定の図中のある要素を示す数字の使用は、同じ数字によって示
される別の図中のその要素を限定しようとするものではないことは理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　自然照明は、多くの場合、住宅、オフィスなどで非常に望ましい。自然照明は、人工照
明よりも審美的に魅力的であるばかりか、自然照明の使用の増加は、エネルギー使用を低
減するのに役立つ。自然照明の使用に関する１つの問題は、グレアの存在である。グレア
は、太陽光が存在すればいつでも経験される、一般的に遭遇する現象である。グレアは、
情景における迷光のコントラスト低下効果として定義され得る。グレアは、不快グレア及
び減能グレアの２つのタイプに分割され得る。不快グレアは、全体照明が明るすぎるとき
に（例えば、明るい太陽の下、雪原で）経験する感覚を指す。減能グレアは、そのフィー
ルドの他の場所に光源が存在するために低減されたターゲットの視認性を指す。これは、
グレア源からの光が透光体により散乱されるときに起こる。この散乱光は、コントラスト
、及びひいてはターゲットの視認性を低減する輝度のベールを形成する。これらのタイプ
のグレアはいずれも、部屋、オフィス、又は他の屋内空間を照明するために自然光を使用
する窓に関する問題である。上述のように、グレアは、カーテン、ブラインド、ドレープ
、シャッターなどの使用を通して排除され得るが、そのような方法は、望ましい自然照明
を低減又は排除する。可視光の透過を完全に遮断することなく、グレアを低減又は排除す
ることが望ましい。
【０００８】
　グレージング物品内でグレアを低減する１つの方法は、吸収性偏光子を使用することで
ある。吸収性偏光子は、適切な極性の偏光を吸収し、非偏光及びその反対の極性の光を通
過させる。吸収性偏光子の短所は、それらが光を吸収するときに発熱することである。こ
の発熱は、例えば、グレージング物品が窓であるとき、窓を含む部屋を暖房し得るため、
望ましくない可能性がある。また場合によっては、熱がグレージング物品内に熱応力又は
更にはクラックをもたらし得る。
【０００９】
　グレアを低減するために用いられ得る別の方法は、反射性偏光子の使用である。偏光は
、吸収される代わりに反射されるため、熱は発生しない。反射性偏光子の短所は、反射の
レベルが非常に高く、鏡のようにさえなり得ることであり、この高レベルの反射は、審美
的に不快であり得る。したがって、この開示は、反射のレベルを制御するように、反射性
偏光子を反射防止剤層と一緒に組み込む、グレージング物品及びユニットを提供する。
【００１０】
　用語「光学的に透明」とは、本明細書で使用するとき、人間の裸眼に透明に見えるフィ
ルム又は構成を指す。用語「光学的に透明」とは、本明細書において使用されるとき、可
視光スペクトルの少なくとも一部（約４００～約７００ナノメートル）にわたって高い光
透過を有し、低いヘーズを呈するフィルム又は物品を指す。光学的に透明な材料は、多く
の場合、４００～７００ｎｍの波長帯において、少なくとも約９０％の視感透過率及び約
２％未満の曇価を有する。視感透過率及び曇度の両方は、例えば、ＡＳＴＭ－Ｄ　１００
３－９５の方法を使用して決定することができる。
【００１１】
　この開示では、反射性偏光フィルム及び反射防止剤層の使用を通してグレアを排除する
グレージング物品及びユニットが説明される。幾つかの実施形態では、反射性偏光フィル
ム及び反射防止剤層は、互いに接触して複合構造を形成する。この複合構造は、１つ以上
のグレージング基材に接合されて、グレージング物品を形成することができる。他の実施
形態では、グレージング基材、反射性偏光フィルム、及び反射防止剤層は、互いに接触し
ていない。更に他の実施形態では、反射性偏光フィルム及び反射防止剤層は、互いに接触
して複合構造を形成し、この複合構造を少なくとも１つのグレージング基材と一緒に使用
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してグレージングユニットを形成するが、この複合構造は、少なくとも１つのグレージン
グ基材と接触していない。
【００１２】
　反射性偏光フィルム物品は、水平である偏光ブロック軸線を有するため、グレアを低減
する。これは、反射性偏光フィルム物品が、水平偏光の透過を遮断することを意味する。
言い換えると、反射性偏光フィルム物品は、垂直である偏光通過軸を有するということで
ある。これは、垂直偏光が、反射性偏光フィルム物品を通過できることを意味する。例え
ば、湖面又は駐車場の地面などの水平表面から反射される光の大部分は、水平に偏光され
る。例えば、空中のレイリー散乱からの散乱光は、それが反射された場合のように偏光さ
れるため、散乱光もまた水平に偏光される。したがって、水平である偏光ブロック軸線を
有する反射性偏光フィルム物品は、水平偏光である反射光及び散乱光を遮断することにお
いて有効であるが、垂直偏光及び非偏光を通過させる。幾つかの実施形態では、この開示
の反射性偏光フィルム物品は、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減する
。多くの実施形態では、水平偏光の低減ははるかに大きい。幾つかの実施形態では、この
開示の反射性偏光フィルム物品は、水平偏光を水平偏光入射可視光の８０％、７０％、６
０％、５０％、４０％、３０％、又は更には２０％以下まで低減する。
【００１３】
　水平偏光の遮断によるグレアの低減は、入来する可視光を完全に遮断することなく達成
される。これは、グレア（減能グレア）の低減に起因して、この開示のグレージング構造
を通して、物体をより明瞭に見ることができるだけでなく、不快なグレアが低減されるた
め、望ましいグレア低減自然光がこの開示のグレージング構造を通過して、自然照明を提
供することもできる。
【００１４】
　この開示のグレージング物品は、ゼロでない量の可視光の通過を許可する、つまり、可
視光の透過％は０％を超える。幾つかの実施形態では、この開示のグレージング物品は、
５％～５０％の透過％を許可する。
【００１５】
　グレージング基材と、そのグレージング基材に取り付けられた反射性偏光フィルム物品
とを備える物品が、本明細書において開示される。反射性偏光フィルム物品は、反射性偏
光フィルムと、反射防止剤層とを備える複合構造である。
【００１６】
　多様なグレージング基材は、この開示のグレージング物品において適している。幾つか
の実施形態では、単一のグレージング基材が存在し、他の実施形態では、複数のグレージ
ング基材が存在する。幾つかの実施形態では、反射性偏光フィルム物品は、グレージング
基材の外面に取り付けられ、他の実施形態では、反射性偏光フィルム物品は、２つのグレ
ージング基材の間に位置する。
【００１７】
　好適なグレージング基材は少なくとも光学的に透過的であり、光学的に透明であり得る
。好適な基材の例としては、例えば、窓が挙げられる。窓は、様々なガラスなどの、様々
な又は異なる種類のグレージング基材から、又はポリカーボネート又はポリメチルメタク
リレートなどのポリマー材料から作製され得る。いくつかの実施形態において、窓はまた
、追加的な層又は処理を含み得る。追加的な層の例としては、例えば、着色性、耐破砕性
などを提供するように設計されたフィルムの追加的な層が挙げられる。窓の、存在し得る
追加的な処理としては、例えば、ハードコートなどの様々な種類のコーティング、及び修
飾的エッチングなどのエッチングが挙げられる。
【００１８】
　幾つかの実施形態では、グレージング基材は、単一の窓ガラス基材であり、反射性偏光
フィルム物品は、単一の窓ガラスグレージング基材の外面に取り付けられる。他の実施形
態では、グレージング基材は、二重窓ガラスグレージング基材である。これらの基材では
、２枚のグレージング窓ガラスが互いに平行であり、互いに接触して一緒に接着されてよ
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く、又は空間によって分離されてもよい。幾つかの断熱窓では、その空間は、２枚のグレ
ージング窓ガラスの間に「デッドスペース」を提供するように真空にされる。幾つかの安
全窓は、例えば、耐破砕性を提供するように、２枚のグレージング窓ガラスの間のフィル
ムの層を挟んで互いに接着される２枚の窓ガラスを有する。
【００１９】
　幾つかの実施形態では、反射性偏光フィルム物品は、２枚のグレージング基材の間に位
置する。これらの実施形態では、反射性偏光フィルム物品は、典型的に、グレージング基
材の少なくとも１つに取り付けられ、幾つかの実施形態では、両方のグレージング基材に
取り付けられる。断熱窓は、例えば、反射性偏光フィルム物品が取り付けられるグレージ
ング基材と、第２のグレージング基材との間に「デッドスペース」を提供することにより
調製され得る。他の実施形態では、安全窓は、反射性偏光フィルム物品が、２つのグレー
ジング基材の間の強化フィルム層としても機能するように調製され得る。追加のフィルム
及び／又はコーティングもグレージング物品に含まれ得る。
【００２０】
　多様な反射性偏光フィルムが、この開示の反射性偏光フィルム物品における使用に好適
である。好適な反射性偏光フィルムの例として、多層反射性偏光フィルム、コレステリッ
ク液晶フィルム、ワイヤグリッド偏光子フィルムなどを含む、多様な多層構造が挙げられ
る。多層反射性偏光フィルムが特に好適であり、以下で更に詳述される。
【００２１】
　コレステリック液晶反射性偏光子フィルムの例は、米国特許第７，６５２，７３６号（
Ｐａｄｉｙａｔｈら）に記載される。コレステリック液晶反射性偏光子フィルムは、コレ
ステリック液晶化合物からなる少なくとも１つの層を含む。コレステリック液晶化合物に
は一般に、本質的にキラルである分子単位（例えば、鏡面を持たない分子）、及び、本質
的にメソゲン性である分子単位（例えば、液晶相を呈する分子）が含まれるとともに、ポ
リマーにすることができる。コレステリック液晶組成物は更に、キラル単位と混合した、
又はキラル単位を含有する非キラル液晶化合物（ネマチック）を包含してもよい。コレス
テリック液晶組成物又は材料には、コレステリック液晶相を有する化合物が挙げられ、そ
の相内では、その液晶のディレクタ（平均的な局所的分子整合方向を指定する単位ベクト
ル）がそのディレクタと直角をなす広がりに沿って螺旋状に回転する。コレステリック液
晶組成物はまたキラルネマチック液晶組成物とも呼ばれている。
【００２２】
　多層ワイヤグリッド偏光子フィルムは、光の波長よりも長い長さと、光の波長の半分未
満の期間を有する伸長された金属エレメントのワイヤグリッド配列を含む、基材の上に配
設された薄膜層のスタックを含む。層の１つは、基材の屈折率を超える屈折率を有する薄
膜層を含むことができる。薄膜層の１つは、非金属エレメントの絶縁配列を含むことがで
きる。ワイヤグリッド偏光子フィルムは、例えば、米国特許公開第２００９／０１６８１
７１号に記載のとおり製造され得る。
【００２３】
　反射性偏光フィルムとして使用するのに適した多数の多層ポリマーフィルムは、フィル
ムの類として容易に特徴付けられない。これらの多層フィルムの例として、複屈折性ポリ
イミドに対してスピンコーティング（例えば、Ｂｏｅｓｅ　ｅｔ．ａｌ．，Ｊ．Ｐｏｌｙ
ｍ．Ｓｃｉ．：Ｐａｒｔ　Ｂ，３０：１３２１（１９９２）に記載）、及び結晶性有機化
合物に対して真空蒸着（例えば、Ｚａｎｇ　ｅｔ．ａｌ．，Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔ
ｔｅｒｓ，５９：８２３（１９９１））などの技法を使用して調製され得るものが挙げら
れる。後者の技法は、結晶性有機化合物と無機材料の所与の組み合わせに特に有用である
。
【００２４】
　反射性偏光子フィルムの１つの特に好適な類は、反射性偏光子フィルムとして機能する
多層光学フィルムである。これらの多層光学フィルムは、例えば、ＰＣＴ公開第ＷＯ　９
６／１９３４７号（Ｊｏｎｚａら）及びＷＯ　９８／０４９３８号（Ｗｅｂｅｒら）に記
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載される。多層光学フィルムを本開示で使用した場合、入射光線の比較的低い吸収、並び
に光軸外での光線の高反射率を示す。
【００２５】
　本発明の例示的多層光学フィルムは、少なくとも２つの材料の交互の層を有する。これ
らの材料の少なくとも１つに、応力誘起複屈折の特性を持たせて、その材料の屈折率（ｎ
）が延伸プロセスの影響を受けるようにする。層間の各境界での屈折率差によって、入来
する光線の一部が反射される。多層スタックを一軸から二軸配向の範囲にわたって延伸す
ることにより、フィルムには異なって配向された平面偏光入射光線の反射率の範囲がもた
らされる。したがって多層スタックは、反射性偏光子として有用になり得る。
【００２６】
　好適な多層光学フィルムは、ポリマー層境界面に対して、非常に大きいか又はゼロに等
しいブルースター角（任意の層境界面のいずれにおいても入射する光の反射率がゼロにな
る角度）を示す。反対に、既知の多層ポリマーフィルムは、層境界面での比較的小さいブ
ルースター角を示し、結果として光及び／又は望ましくないイリデッセンスの透過をもた
らす。しかしながら、本開示に有用な多層光学フィルムは、ｐ偏光に対するその反射率が
入射角度とともにゆっくり減少するか、入射角度から独立しているか、又は垂線から離れ
た入射角度とともに増加する、偏光子の構造を可能にする。その結果、広帯域幅にわたっ
て及び広い範囲の角度にわたって偏光に対して高い反射率を有する多層スタックを実現す
ることができる。
【００２７】
　それぞれのフィルム層の互いに対する屈折率と、フィルムスタックの他の層に対する屈
折率との間の関係は、任意の方位角方向から、任意の入射角度での多層スタックの反射挙
動を決定する。ＰＣＴ公開第ＷＯ　９６／１９３４７号（Ｊｏｎｚａら）に記載される原
理及び設計を適用して、多様な環境及び用途に望ましい光学効果を有する多層スタックを
形成することができる。多層スタックの層の屈折率は、所望の光学特性を生じるように操
作及び調整され得る。
【００２８】
　多層スタックには、数十、数百、又は数千の層を含むことができ、各層は、多数の異な
る物質からも作製することができる。特定のスタック用の材料の選択を左右する特徴は、
そのスタックの所望の光学性能によって決まる。スタックには、スタック内に存在する層
と同数の材料を含めることができる。製造しやすさの点から、好ましい光学薄フィルムス
タックには、ほんの数種類の材料しか含まれていない。
【００２９】
　材料間、又は、異なる物理特性を有する化学上同質の材料間の境界は、急激又は段階的
に変化する境界にすることができる。解析解を持つ幾つかの単純なケースを除けば、連続
的に指数が変化する後者のタイプの層状媒質の分析は、通常、急激な境界を持ちつつ近接
する層の間での性質の変化がわずかである、かなり大きな数のより薄い均一層として扱わ
れる。
【００３０】
　好ましい多層スタックは、低屈折率／高屈折率フィルム層の複数ペアからなり、ここで
は、各低屈折率／高屈折率層のペアが、反射するように設計された帯域の中心波長の２分
の１の光学的な結合厚さを有する。このようなフィルムの積層体は、一般に４分の１波長
積層と呼ばれる。可視波長及び近赤外波長に対応する多層光学フィルムの場合、４分の１
波長積層の設計は、０．５マイクロメートル以下の平均厚さを有する多層スタック内の各
層を生じる。
【００３１】
　多層反射性偏光子を製造する１つの方法は、多層スタックを単軸的に引き延ばすことで
ある。得られた反射性偏光子は、光に対する高い反射率を有し、広範囲の入射角度に対し
て、１つの軸線（延伸方向）に平行な偏光面を持ち、同時に、光に対する低い反射率及び
高い透過率を有し、広範囲の入射角度に対して、他の軸線（非延伸方向）に平行な偏光面
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を有する。各フィルムの３つの屈折率（ｎｘ、ｎｙ及びｎｚ）を調節することによって、
所望の偏光子挙動を得ることができる。
【００３２】
　幾つかの実施形態では、多層反射性偏光フィルム層の表面に入射する非偏光可視光に対
する平均反射率は、少なくとも２０％である。他の実施形態では、反射性偏光フィルム層
の表面に入射する非偏光可視光の平均反射率は、少なくとも４０％である。
【００３３】
　多くの用途では、理想的な反射性偏光子は、あらゆる入射角度で、１つの軸線（いわゆ
る消光軸線）に沿って高い反射率を有し、他の軸線（いわゆる透過軸線）に沿ってゼロ反
射率を有する。偏光子の透過軸線の場合、一般に、対象の帯域幅にわたって、また対象の
角度の範囲にわたって、透過軸線の方向に偏光された光線の透過を最大化することが望ま
しい。
【００３４】
　前述のＰＣＴ公開第ＷＯ　９６／１９３４７号（Ｊｏｎｚａら）に記載されている設計
について考察すれば、当業者は、所望の屈折率関係を実現させるために選択した条件の下
で加工する場合、広範な材料を用いて多層反射性偏光子フィルムを形成できることを容易
に察するであろう。所望の屈折率関係は、フィルム形成中又は形成後の延伸（例えば有機
ポリマーの場合）、押し出し加工（例えば液晶物質の場合）、又はコーティングなどの様
々な方法で実現できる。更に、２つの材料は、それらが共押出できるように同じレオロジ
ー特性（例えば、融解粘度）を有することが好ましい。
【００３５】
　広くは、第１材料として結晶性若しくは半結晶性、又は液晶性材料、好ましくはポリマ
ーを選択することにより適切な組み合わせが達成されてもよい。順次、第２材料は、結晶
性、半結晶性又は非晶質であってもよい。第２材料は、第１材料の複屈折と反対、又は同
一の複屈折を有してよい。又は、第２材料は複屈折を有さなくてもよい。ポリマー技術の
分野では、概してポリマーが、典型的に全体が結晶性ではなく、したがって本発明の文脈
では、結晶性又は半結晶性ポリマーは、非晶質ではないポリマーを指し、一般に結晶性、
部分結晶性、半結晶性などと呼ばれる材料のいずれかを含むことが認識されることを理解
されたい。第２材料は、第１材料の複屈折と反対、又は同一の複屈折を有してよい。又は
、第２材料は複屈折を有さなくてもよい。
【００３６】
　適切な材料の具体例としては、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）及びその異性体類
（例えば、２，６－、１，４－、１，５－、２，７－、及び２，３－ＰＥＮ）、ポリアル
キレンテレフタレート類（例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレ
ンテレフタレート、及びポリ－１，４－シクロヘキサンジメチレンテレフタレート）、ポ
リイミド類（例えば、ポリアクリルイミド類）、ポリエーテルイミド類、アタクチックポ
リスチレン、ポリカーボネート類、ポリメタクリレート類（例えば、ポリイソブチルメタ
クリレート、ポリプロピルメタクリレート、ポリエチルメタクリレート、及びポリメチル
メタクリレート）、ポリアクリレート類（例えば、ポリブチルアクリレート及びポリメチ
ルアクリレート）、シンジオタクチックポリスチレン（ｓＰＳ）、シンジオタクチックポ
リ－α－メチルスチレン、シンジオタクチックポリジクロロスチレン、これらのポリスチ
レン類のうち任意のもののコポリマー類及び混合物類、セルロース誘導体類（例えば、エ
チルセルロース、セルロースアセテート、セルロースプロピオネート、セルロースアセテ
ートブチレート、及びセルロースニトレート）、ポリアルキレンポリマー類（例えば、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン、ポリイソブチレン、及びポリ（４－メチル
）ペンテン）、フッ素化ポリマー類（例えば、ペルフルオロアルコキシ樹脂、ポリテトラ
フルオロエチレン、フッ素化エチレンプロピレンコポリマー類、ポリビニリデンフルオラ
イド、及びポリクロロトリフルオロエチレン）、塩素化ポリマー類（例えば、ポリビニリ
デンクロライド及びポリビニルクロライド）、ポリサルフォン類、ポリエーテルスルホン
類、ポリアクリロニトリル、ポリアミド類、シリコーン樹脂類、エポキシ樹脂類、ポリビ
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ニルアセテート、ポリエーテルアミド類、アイオノマー樹脂類、エラストマー類（例えば
、ポリブタジエン、ポリイソプレン、及びネオプレン）、並びにポリウレタン類が挙げら
れる。コポリマー類、例えば、ＣｏＰＥＮと呼ばれるＰＥＮのコポリマー（例えば、２，
６－、１，４－、１，５－、２，７－、及び／又は２，３－ナフタレンジカルボン酸又は
これらのエステルと（ａ）テレフタル酸、若しくはそのエステル；（ｂ）イソフタル酸、
若しくはそのエステル；（ｃ）フタル酸、若しくはそのエステル；（ｄ）アルカングリコ
ール；（ｅ）シクロアルカングリコール（例えば、シクロヘキサンジメタンジオール）；
（ｆ）アルカンジカルボン酸；並びに／又は（ｇ）シクロアルカンジカルボン酸（例えば
、シクロヘキサンジカルボン酸）とのコポリマー）、ＣｏＰＥＴと呼ばれるポリアルキレ
ンテレフタレートのコポリマー（例えば、テレフタル酸、若しくはそのエステルと（ａ）
ナフタレンジカルボン酸、又はそのエステル；（ｂ）イソフタル酸、若しくはそのエステ
ル；（ｃ）フタル酸、若しくはそのエステル；（ｄ）アルカングリコール；（ｅ）シクロ
アルカングリコール（例えば、シクロヘキサンジメタンジオール）；（ｆ）アルカンジカ
ルボン酸；並びに／又は（ｇ）シクロアルカンジカルボン酸（例えば、シクロヘキサンジ
カルボン酸）とのコポリマー）、並びにスチレンコポリマー（例えば、スチレン－ブタジ
エンコポリマー及びスチレン－アクリロニトリルコポリマーなどのコポリマー）、４，４
’－重安息香酸及びエチレングリコールも適している。加えて、各個別の層は、２種類又
はそれ以上の上記ポリマー類又はコポリマー類のブレンド（例えば、ｓＰＳ及びアタクチ
ックポリスチレンのブレンド）を包含してよい。前述のＣｏＰＥＮは、少なくとも１つの
構成成分がナフタレンジカルボン酸系ポリマーであるとともにその他の構成成分がその他
のポリエステル又はポリカーボネート（ＰＥＴ、ＰＥＮ、又はＣｏＰＥＮなど）であるペ
レットの混合物でもよい。
【００３７】
　特に望ましい層の組み合わせには、ＰＥＮ／ＣｏＰＥＮ、ＰＥＴ／ＣｏＰＥＮ、ＰＥＮ
／ＣｏＰＥＴ、ＰＥＴ／ＣｏＰＥＴ、ＰＥＮ／アクリレート、ＰＥＮ／ＳＡＮ、ＰＥＴ／
アクリレート、ＰＥＮ／ｓＰＳ、ＰＥＴ／ｓＰＳ、ＰＥＮ／ａＰＳ、ＰＥＴ／ａＰＳ、Ｐ
ＥＮ／ＥＳＴＡＲ、及びＰＥＴ／ＥＳＴＡＲが挙げられ、「ＰＥＮ」、「ＣｏＰＥＮ」、
「ＰＥＴ」、「ＣｏＰＥＴ」は上述されており、アクリレートは、ポリ（メタ）アクリレ
ートであり、ＥＳＴＡＲは、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から市販される
ポリシクロヘキサンジメチレンテレフタレートであり、ＳＡＮは、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌから市販されるスチレンアクリロニトリルコポリマーであり、ａＰＳ及びｓＰＳは、
それぞれアタクチックポリスチレン及びシンジオタクチックポリスチレンである。
【００３８】
　フィルム中の層の数は、フィルム厚、可撓性、及び経済上の理由により、最小限の数の
層を用いて所望の光学特性を実現させるように選択する。層の数は、概して１０，０００
未満、典型的に５，０００未満、及び更には典型的に２，０００未満である。
【００３９】
　様々な屈折率の望ましい関係を達成する能力（及び、したがって多層フィルムの光学特
性）は、多層フィルムを調製するために使用される加工条件により影響を受ける。伸長さ
せることにより配向され得る有機ポリマーの場合、フィルムは、概して、個別のポリマー
を共押出形成により多層フィルムを形成し、次いで選択した温度で伸長させることにより
配向して、所望により選択した温度で熱設定することによって調製される。この代わりに
、押出成形及び配向工程を同時に行ってもよい。フィルムは、典型的に、実質的に一方向
（単軸配向）に伸長される。
【００４０】
　前延伸温度、延伸温度、延伸速度、延伸比、ヒートセット温度、ヒートセット時間、ヒ
ートセット緩和、及び交差延伸緩和は、所望の屈折率関係を有する多層フィルムが得られ
るように選択される。これらの変量は相互依存しており、したがって、例えば比較的低い
延伸温度で結合された場合は、例えば比較的低い延伸速度が使用されることがある。所望
の多層フィルムを実現するためにこれらの変量の適切な組み合わせを選択する方法は、当
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業者には明らかであろう。しかしながら、広くは、１：２～１：１０（より典型的には、
１：３～１：７）の範囲の延伸比が適している。
【００４１】
　この開示のグレア低減グレージング物品及びユニットは、反射防止剤層も備える。この
反射防止剤層は、反射される非偏光可視入射光の量を低減する。例えば、グレージング基
材が窓である幾つかの用途では、人が窓の外を見るとき、自分の反射を見ないように、部
屋の内側に面する表面に反射防止剤層を有することが望ましい場合がある。他の用途では
、外部反射を管理するように、外部環境に面する表面に反射防止剤層を有することが望ま
しい場合がある。幾つかの実施形態では、反射防止剤層の表面に入射する非偏光可視光の
反射が、３０％未満である。他の実施形態では、反射防止剤層の表面に入射する非偏光可
視光の反射が、１０％未満である。
【００４２】
　多様な反射防止剤層は、この開示の反射性偏光フィルム物品に使用するのに適している
。好適な反射防止剤層の例として、着色層及び吸収性偏光層が挙げられる。
【００４３】
　好適な着色層として、例えば、コーティング、フィルム、着色グレージング基材、又は
それらの組み合わせが挙げられる。幾つかの実施形態では、着色層は、多層反射性偏光子
フィルムに適用されるコーティングを備える。他の実施形態では、反射防止剤層は、フィ
ルム又はグレージング基材を備えてよく、このフィルム又はグレージング基材は、１つ以
上のコーティングを有してもよい。フィルム又はグレージング基材は、着色されてよく、
又は着色されなくてもよい。加えて、コーティングの１つ以上は、着色されてよく、又は
着色されなくてもよい。このように、反射の阻止は、所望の用途に適したレベルに制御さ
れ得る。
【００４４】
　多層反射性偏光フィルム又は別のフィルム若しくは基材のいずれかに適用され得る好適
なコーティングの例としては、例えば、硬化したポリマー結合剤の中の粒子を吸収する顔
料、染料又は可視光が挙げられ、表面金属配線技術層は、例えば、ＰＣＴ公開第ＷＯ　０
２／４１０４５（ＭｃＧｕｒｒａｎら）に記載される。
【００４５】
　特に好適な着色コーティングは、光吸収粒子を含有するハードコート層である。ハード
コートは、光学物品にスクラッチ及び摩耗抵抗を提供するコーティングとして、光学工業
においてよく理解されている。これらのハードコートは典型的には、結合剤前駆体樹脂マ
トリックスの中に分散しているナノメートル寸法の無機オキシド粒子（例えば、シリカ）
を含有しており、「セラマー」と呼ばれる場合もある。例えば、米国特許第５，１０４，
９２９号（Ｂｉｋａｄｉ）は、アクリル結合剤の中に分散しているコロイダルシリカ粒子
を含有するＵＶ硬化性セラマーコーティングについて説明しており、アクリル結合剤は、
アクリル酸のプロトン基置換されたエステル又はアミドである。これらのハードコート組
成物は、光吸収粒子により修飾して、着色ハードコートを製造することができる。好適な
光吸収粒子の例として、カーボンブラック粒子、染料、及び顔料が挙げられる。
【００４６】
　着色層は、異なる色であり得る。典型的な色としては、これらに限定されないが、グレ
ー、黒、青、赤、緑、金、黄、銀、クロム、ピンク、紫、又はこれらに組み合わせが挙げ
られる。
【００４７】
　幾つかの実施形態では、着色層又は着色ハードコート層は、可視光吸収粒子又は着色剤
に加えて、赤外光吸収ナノ粒子も含む。赤外光吸収ナノ粒子を含有する層は、例えば、米
国特許公開第２００８／００７５９４８号（Ｐａｄｉｙａｔｈら）に記載される。この赤
外光吸収ナノ粒子層は、複数の金属酸化物ナノ粒子を含むことができる。金属酸化物ナノ
粒子の部分的な列挙には、スズ、アンチモン、インジウム、及び亜鉛の酸化物、並びにド
ープ酸化物が含まれる。一部の実施形態では、金属酸化物ナノ粒子としては、酸化スズ、
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酸化アンチモン、酸化インジウム、インジウムドープ酸化スズ、アンチモンドープ酸化イ
ンジウムスズ、酸化アンチモンスズ（antinomy tin oxide）、アンチモンドープ酸化スズ
、又はこれらの混合物が挙げられる。一部の実施形態では、金属酸化物ナノ粒子としては
、酸化スズ又はドープ酸化スズが挙げられ、任意に、更に酸化アンチモン及び／又は酸化
インジウムが挙げられる。ナノ粒子は、例えば、１～１００、又は１～７５、又は５～５
０ナノメートルなど、いずれかの有用なサイズを有することができる。赤外光吸収ナノ粒
子の取り込みは、可視光の透過に悪影響を及ぼさないが、赤外光がフィルムを通過するの
を遮断するのに役立つ。
【００４８】
　着色層は、着色フィルムであってもよい。着色フィルムには、上述のように、着色剤が
そのフィルム内に組み込まれるフィルム、並びに着色層が適用されるフィルムが挙げられ
る。好適な着色剤の例として、染料、顔料、及び光吸収粒子、例えば、カーボンブラック
粒子などが挙げられる。好適な着色フィルムの例として、米国特許第６，８１１，８６７
号（ＭｃＧｕｒｒａｎら）に記載されるものが挙げられる。
【００４９】
　着色層は、着色グレージング基材であってもよい。グレージング基材は、ガラス、又は
ポリメチルメタクリレート若しくはポリカーボネートなどのポリマー材料であってよい。
着色グレージング基材には、上述のように、着色剤が基材内に組み込まれるグレージング
基材、並びに着色層が適用される基材が挙げられる。好適な着色剤の例として、染料、顔
料、及び光吸収粒子が挙げられる。
【００５０】
　幾つかの実施形態では、反射防止剤層は、吸収性偏光層である。好適な吸収性偏光層に
は、例えば、米国特許第６，６１０，３５６号（Ｋａｕｓｃｈら）及び米国特許第６，０
９６，３７５号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋら）に開示される二色性の偏光フィルムが挙げられ
る。
【００５１】
　反射防止剤層が二色性の吸収性偏光子フィルムである実施形態では、フィルムは、ポリ
ビニルアルコールを含有するポリマーフィルムと、第２のポリマー又は他の添加剤を含ん
でよい。ポリマーフィルムは、配向されて二色性の染料材料を組み込む。二色性の染料材
料は、フィルムの延伸前又は延伸後に組み込まれてよい。ポリビニルアルコールフィルム
の形成に使用される溶媒の中で分散性又は可溶性の第２のポリマーの添加は、亀裂を著し
く低減することがわかった。第２のポリマーは、その第２のポリマーの性質に応じて、分
散液又は溶液のいずれかとして含まれる。水はポリビニルアルコールに対して一般的な溶
媒であるため、第２のポリマーは、典型的には水溶性である。一般に第２のポリマーは、
例えば、ポリビニルアルコールの溶媒の中で分散性であるポリビニルピロリドン及びポリ
エステルなどの極性ポリマーである。水溶性又は水分散性ポリエステルの例として、米国
特許第５，４２７，８３５号に記載されるものなどのスルホン酸化ポリエステルが挙げら
れる。好適な共溶媒として、例えば、Ｃ１～Ｃ４アルコールなどの極性溶媒が挙げられる
。
【００５２】
　反射防止二色偏光子フィルムは、典型的には二色性染料材料が挙げられる。二色性染料
材料として、染料、顔料などが挙げられ得る。二色偏光子フィルムに使用するのに適した
染料材料としては、例えば、ヨード、並びにアントラキノン及びアゾ染料、例えば、コン
ゴレッド（ナトリウムジフェニル－ビス－α－ナフチルアミンスルホネート）、メチレン
ブルー、スチルベン染料（色指数（ＣＩ）＝６２０）、及び１，１’－ジエチル－２，２
’－シアニンクロリド（ＣＩ＝３７４（オレンジ）又はＣＩ＝５１８（青））が挙げられ
る。これらの染料の特性、及びそれらを作製する方法は、Ｅ．Ｈ．Ｌａｎｄ，Ｃｏｌｌｏ
ｉｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ（１９４６）に記載されている。更に他の染料、及びそれらを
作製する方法は、Ｋｉｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｖｏｌ．８，ｐｐ．６５２～６６１（４ｔｈ　Ｅｄ．
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１９９３）、及びそこで引用される参照文献において論じられている。
【００５３】
　典型的には、吸収性偏光層は、０．５：１未満の偏光比を有し、その偏光比が、水平方
向の直線偏光の透過と、垂直方向の直線偏光の透過との比である。幾つかの実施形態では
、偏光比は、０．１：１未満、又は更には０．０２：１未満である。
【００５４】
　吸収性偏光子が反射防止剤層として使用されるとき、２つの偏光層の配向についていく
らかの注意を払わなければならない。水平ブロック軸線が互いの＋９０°又は－９０°に
配向されるように２つの偏光層を配向することは、ほぼすべての可視光が物品を通過する
のを遮断する傾向がある。得られる組み合わせは、反射性偏光子フィルム側から反射鏡の
ように見え、反射防止側からは黒く見える。したがって、２つの偏光層の水平ブロック軸
が、互いに＋２０°～－２０°の間の範囲内で配向されるように、２つの偏光層を配向す
ることが一般に望ましい。
【００５５】
　幾つかの実施形態では、反射性偏光フィルム物品は、接着剤層によりグレージング基材
に取り付けられる。典型的に、接着剤は、熱活性化接着剤、又は感圧接着剤であり、より
典型的には感圧接着剤である。幾つかの実施形態では、例えば、反射性偏光層を反射防止
剤層に取り付けるために、追加の接着剤層が存在してよい。
【００５６】
　用語「接着剤」は、本明細書で使用するとき、２つの被着体をともに接着するのに有用
なポリマー組成物を指す。接着剤の例は、熱活性化接着剤及び感圧接着剤である。
【００５７】
　加熱活性化接着剤は、室温で非粘着性であるが、高温で粘着性になり、基材に結合でき
るようになる。これらの接着剤は、通常、室温より高いガラス転移温度（Ｔｇ）又は融点
（Ｔｍ）を有する。温度がＴｇ又はＴｍよりも高くなるとき、貯蔵弾性率は通常低下し、
接着剤は粘着性になる。
【００５８】
　感圧接着剤組成物は、（１）積極的かつ永久的粘着、（２）指圧以下の圧力での接着性
、（３）被着体を保持する十分な能力、及び（４）被着体からきれいに取り外すことがで
きる十分な凝集力を含む、室温における特性を有することが、当業者には周知である。感
圧接着剤として充分な機能を有することが示されている材料は、粘着力、剥離接着力、及
び剪断保持力の望ましいバランスを得るうえで必要な粘弾性を示すように設計及び配合さ
れたポリマーである。異なる性質の適正なバランスを得ることは簡単なプロセスではない
。
【００５９】
　多様な接着剤組成物が好適である。典型的に、接着剤は光学的に透明である。接着剤成
分は、接着特性を有する任意の材料であり得る。加えて、接着剤成分は、単一の接着剤で
あり得るか、又は接着剤は、２つ以上の接着剤の組み合わせであり得る。
【００６０】
　好適な接着剤としては、例えば、天然ゴム、合成ゴム、スチレンブロックコポリマー、
ポリビニルエーテル、（アクリレートとメタクリレートの両方を含む）ポリ（メタ）アク
リレート、ポリオレフィン、シリコーンに基づくものなどの感圧性接着剤、又はポリビニ
ルブチラールなどの熱活性化接着剤が挙げられる。
【００６１】
　光学的に透明な感圧接着剤は、（メタ）アクリレート系感圧接着剤であり得る。有用な
アルキル（メタ）アクリレート（すなわち、アクリル酸アルキルエステルモノマー）とし
ては、そのアルキル基が４～１４個まで、とりわけ４～１２個までの炭素原子を有する、
非三級アルキルアルコールの直鎖若しくは分枝状一官能性アクリレート又はメタクリレー
トが挙げられる。ポリ（メタ）アクリル感圧性接着剤は、例えば、イソオクチルアクリレ
ート、イソノニルアクリレート、２－メチル－ブチルアクリレート、２－エチル－ｎ－ヘ
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キシルアクリレート及びｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ヘキシルア
クリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ｎ－オクチルメタクリレート、ｎ－ノニルアク
リレート、イソアミルアクリレート、ｎ－デシルアクリレート、イソデシルアクリレ－ト
、イソデシルメタクリレート、イソボルニルアクリレート、４－メチル－２－ペンチルア
クリレート、及びドデシルアクリレートなどの、例えば、少なくとも１種のアルキル（メ
タ）アクリレートエステルモノマー、並びに、例えば、（メタ）アクリル酸、ビニルアセ
テート、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ）アクリルアミド、ビニルエステル、フマル酸エ
ステル、スチレンマクロマ、アルキルマレアート及びアルキルフマレート（それぞれ、マ
レイン酸及びフマル酸系）又はこれらの組み合わせなどの少なくとも１種の任意のコモノ
マー成分から誘導される。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、ポリ（メタ）アクリル系感圧接着剤は、約０～約２０重
量パーセントのアクリル酸と、約１００～約８０重量パーセントの、イソオクチルアクリ
レート、２－エチル－ヘキシルアクリレート、又はｎ－ブチルアクリレート組成物のうち
の少なくとも１つとから誘導される。
【００６３】
　幾つかの実施形態では、接着剤層は、少なくとも部分的にポリビニルブチラール（ＰＶ
Ｂ）から形成される。ポリビニルブチラール層は、既知の水性又は溶媒系アセタール化プ
ロセスを介して形成してもよく、このプロセスでは、ポリビニルアルコールは酸性触媒の
存在下でブチルアルデヒドと反応する。いくつかの場合において、ポリビニルブチラール
層は、Ｓｏｌｕｔｉａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から商標
名「ＢＵＴＶＡＲ」樹脂として市販されているポリビニルブチラールを包含してもよく、
又はこれから形成されてもよい。
【００６４】
　場合によっては、ポリビニルブチラール層は、樹脂と（所望により）可塑剤とを混合し
て、混合製剤をシートダイを通して押し出すことにより製造してもよい。可塑剤が包含さ
れる場合、ポリビニルブチラール樹脂は、樹脂１００部当たり約２０～８０部、又はおそ
らく約２５～６０部の可塑剤を包含してよい。好適な可塑剤の例には、多塩基酸又は多価
アルコールのエステルが挙げられる。好適な可塑剤は、トリエチレングリコールビス（２
－エチルブチラート）、トリエチレングリコールジ－（２－エチルヘキサノエート）、ト
リエチレングリコールジヘプタノエート、テトラエチレングリコールジヘプタノエート、
ジヘキシルアジパート、ジオクチルアジパート、ヘキシルシクロへキシルアジパート、ヘ
プチル及びノニルアジパートの混合物、ジイソノニルアジパート、ヘプチルノニルアジパ
ート、ジブチルセバケート、油変性セバシン酸アルキドのような高分子可塑剤、米国特許
第３，８４１，８９０号に開示されているようなホスフェート及びアジパートの混合物、
米国特許第４，１４４，２１７号に開示されているようなアジパートである。
【００６５】
　接着剤層は、架橋され得る。接着剤は、熱、水分又は放射線によって架橋され得、共有
結合架橋網を形成して、これが接着剤の流動能力を変性する。架橋剤が、全ての種類の接
着剤配合物に追加され得るが、コーティング及びプロセス条件によって、硬化は、熱又は
放射線エネルギーにより又は水分により活性化され得る。架橋剤の追加が望ましくない場
合において、所望により、電子ビームへの暴露によって微細構造化接着剤を架橋すること
ができる。
【００６６】
　架橋度は、特定の性能要件を満たすように制御され得る。接着剤は、任意により、１つ
以上の接着剤を更に含むことができる。重合方法、コーティング方法、最終用途などによ
り、開始剤、充填剤、塑性剤、粘着付与剤、連鎖移動剤、繊維強化剤、織布及び不織布、
起泡剤、抗酸化剤、安定剤、難燃剤、増粘剤並びにこれらの混合物からなる群から選択さ
れる添加物が使用され得る。
【００６７】
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　接着剤は、本質的に粘着性であってよい。望ましい場合は、感圧接着剤を形成するため
、粘着付与剤を基材に加えることができる。有用な粘着付与剤として、例えば、ロジンエ
ステル樹脂類、芳香族炭化水素樹脂類、脂肪族炭化水素樹脂類、及びテルペン樹脂類が挙
げられる。接着剤の光学的透明性を低減させない限り、例えば、油、可塑剤、酸化防止剤
、紫外線（「ＵＶ」）安定剤、水素添加ブチルゴム、顔料、硬化剤、ポリマー添加剤、増
粘剤、連鎖移動剤及びその他の添加物などの他の材料を、特別な目的のために加えること
ができる。幾つかの実施形態では、接着剤は、ＵＶ吸収剤（ＵＶＡ）を含有してよい。好
適なＵＶＡとしては、例えば、Ｃｉｂａ（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，ＮＹ）からＴＩＮＵＶＩ
Ｎ　Ｐ、２１３、２３４、３２６、３２７、３２８、４０５及び５７１として入手可能な
化合物などのベンゾトリアゾールＵＶＡが挙げられる。
【００６８】
　本明細書では、グレージングユニットも開示される。これらのグレージングユニットは
、少なくとも１つのグレージング基材と、少なくとも１つの反射性偏光フィルムと、少な
くとも１つの反射防止剤層と、を備える。反射性偏光フィルムは、水平である偏光ブロッ
ク軸線により偏光の透過を低減し、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減
する。これらのグレージングユニットでは、グレージング基材、反射性偏光フィルム、及
び反射防止剤層は、すべて上述されるとおりである。
【００６９】
　これらのグレージングユニットは、上述の物品とは異なり、反射性偏光フィルム、並び
に反射防止剤層及びグレージング基材が、グレージングユニット内で別個の物品であって
よい。そのように、これらの別個の物品は、互いに対して任意の配列で配置され得、それ
らの間に空間又は中間層を有することができる。例えば、反射性偏光子は、二重層グレー
ジング物品の第１の窓ガラスの内面に取り付けることができ、反射防止剤層は、二重層グ
レージング物品の第２の窓ガラスの内面に取り付けることができ、その２枚の窓ガラスの
間に空気空間又は真空空間を有する。
【００７０】
　幾つかの実施形態では、グレージング基材、反射性偏光フィルム、及び反射防止剤層は
、互いに接触していない。これらの実施形態では、層のそれぞれが、自立層を形成するの
に十分な強度及び剛性である。中間にある空間は、空気又は他の気体で満たされてよく、
又は真空であってもよい。
【００７１】
　他の実施形態では、反射性偏光フィルム、及び反射防止剤層は、反射性偏光フィルム物
品を形成するように互いに接触しており、この反射性偏光フィルム物品は、グレージング
基材と接触していない。
【００７２】
　本開示の幾つかの実施形態は、図面により説明される。図１は、この開示の例示的実施
形態である、グレージング物品１００の断面図を示す。グレージング物品１００は、反射
性偏光フィルム物品１２０が取り付けられたグレージング基材１１０を備える。反射性偏
光フィルム物品１２０は、反射性偏光フィルム１３０と、反射防止剤層１４０と、を備え
る。グレージング物品は、任意のフレームピース１５０も有する。グレージング物品は、
例えば、窓であってよい。グレージング物品は、部屋又は建物等の構造の一部であってよ
く、又は自動車、列車、バス、飛行機、ボートなどの乗り物の一部であってもよい。
【００７３】
　図２は、この開示の例示的実施形態である、異なるグレージング物品２００の断面図を
示す。グレージング物品２００は、反射性偏光フィルム物品２２０が取り付けられた二重
窓ガラスグレージング基材２１０を備える。二重窓ガラスグレージング基材は、２つの窓
ガラス２１１及び２１２を備え、その２枚の窓ガラスの間に空隙２１３を有する。空隙２
１３は、真空空間であってよく、又は空気若しくは他の気体で満たされてもよい。反射性
偏光フィルム物品２２０は、反射性偏光フィルム２３０と、反射防止剤層２４０と、を備
える。グレージング物品は、任意のフレームピース２５０も有する。グレージング物品は
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、例えば、窓であってよい。
【００７４】
　図３は、この開示の例示的実施形態である、異なる二重窓ガラスグレージング物品３０
０の断面図を示す。グレージング物品３００は、窓ガラス３１０及び３１５と、その２枚
の窓ガラスの間に挟まれた反射性偏光フィルム物品３２０とを有する、二重窓ガラスグレ
ージング基材を備える。反射性偏光フィルム物品３２０は、反射性偏光フィルム３３０と
、反射防止剤層３４０と、を備え、任意の接着剤層３６０により窓ガラス３１０に取り付
けられる。反射性偏光フィルム物品３２０は、必要に応じて、接着剤層（図示せず）によ
り窓ガラス３１５に取り付けられてもよい。グレージング物品は、任意のフレームピース
３５０も有する。グレージング物品は、例えば、窓であってよい。
【００７５】
　図４は、この開示の例示的実施形態である、異なる二重窓ガラスグレージング物品４０
０の断面図を示す。グレージング物品４００は、窓ガラス４１０及び着色窓ガラス４１５
と、その２枚の窓ガラスの間に挟まれた反射性偏光フィルム４３０と、を有する、二重窓
ガラスグレージング基材を備える。着色窓ガラス４１５は、上述のように、着色グレージ
ング基材であってよく、又は着色コーティング若しくはフィルムを含有してもよい。反射
性偏光フィルム４３０は、任意の接着剤層４６０により窓ガラス４１０に取り付けられる
。反射性偏光フィルム４３０は、必要に応じて、接着剤層（図示せず）により窓ガラス４
１５に取り付けられてもよい。反射性偏光フィルム４３０及び着色窓ガラス４１５は一緒
に、反射性偏光フィルム物品と見なされてよい。グレージング物品は、任意のフレームピ
ース４５０も有する。グレージング物品は、例えば、窓であってよい。
【００７６】
　図５は、この開示の例示的実施形態である、異なる二重窓ガラスグレージング物品５０
０の断面図を示す。グレージング物品５００は、窓ガラス５１０及び着色窓ガラス５１５
と、その２枚の窓ガラスの間に挟まれた反射性偏光フィルム５３０とを有する、二重窓ガ
ラスグレージング基材を備える。着色窓ガラス５１５は、上述のように、着色グレージン
グ基材であってよく、又は着色コーティング若しくはフィルムを含有してもよい。反射性
偏光フィルム５３０は、任意の接着剤層５６０により窓ガラス５１０に取り付けられる。
空隙空間５７０は、反射性偏光フィルム５３０と着色窓ガラス５１５との間に存在する。
空隙５７０は、真空空間であってよく、又は空気若しくは他の気体で満たされてもよい。
グレージング物品は、任意のフレームピース５５０も有する。グレージング物品は、例え
ば、窓であってよい。
【００７７】
　図６は、この開示の例示的実施形態である、異なる二重窓ガラスグレージング物品６０
０の断面図を示す。グレージング物品６００は、窓ガラス６１０及び着色窓ガラス６１５
と、その２枚の窓ガラスの間に挟まれた反射性偏光フィルム６３０と、を有する、二重窓
ガラスグレージング基材を備える。着色窓ガラス６１５は、上述のように、着色グレージ
ング基材であってよく、又は着色コーティング若しくはフィルムを含有してもよい。空隙
空間６７０は、反射性偏光フィルム６３０と窓ガラス６１０との間に存在する。空隙空間
６７５は、反射性偏光フィルム６３０と着色窓ガラス６１５との間に存在する。空隙６７
０及び６７５は、独立して真空であってよく、又は空気又は他の気体で満たされてもよい
。グレージング物品は、任意のフレームピース６５０も有する。グレージング物品は、例
えば、窓であってよい。
【００７８】
　図７は、この開示の例示的実施形態である、異なる二重窓ガラスグレージング物品７０
０の断面図を示す。グレージング物品７００は、窓ガラス７１０及び７１５と、その２枚
の窓ガラスの間に位置する反射性偏光フィルム物品７２０と、を有する、二重窓ガラスグ
レージング基材を備える。空隙空間７７０は、反射性偏光フィルム物品７２０と窓ガラス
７１０との間に存在する。空隙空間７７５は、反射性偏光フィルム物品７２０と着色窓ガ
ラス７１５との間に存在する。空隙７７０及び７７５は、独立して真空であってよく、又
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は空気又は他の気体で満たされてもよい。反射性偏光フィルム物品７２０は、反射性偏光
フィルム７３０と、反射防止剤層７４０と、を備える。グレージング物品は、任意のフレ
ームピース７５０も有する。グレージング物品は、例えば、窓であってよい。
【００７９】
　本開示内容には、次の実施形態が含まれる。
【００８０】
　実施形態の中には、グレージング物品がある。第１の実施形態は、グレージング基材を
備える物品、及びグレージング基材に取り付けられた反射性偏光フィルム物品を含み、反
射性偏光フィルム物品は、反射性偏光フィルム、及び反射防止剤層を備え、反射性偏光フ
ィルム物品は、水平である偏光ブロック軸線により偏光の透過を低減し、反射性偏光フィ
ルム物品は、水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下に低減する。
【００８１】
　実施形態２は、反射偏光フィルムは、多層構造を備える、実施形態１に記載の物品であ
る。
【００８２】
　実施形態３は、多層構造は、多層フィルムを備える実施形態２に記載の物品である。
【００８３】
　実施形態４は、反射防止剤層は、着色層を備える、実施形態１～３のいずれか１つに記
載の物品である。
【００８４】
　実施形態５は、着色層は、コーティング、フィルム、又は着色グレージング基材を備え
る、実施形態４に記載の物品である。
【００８５】
　実施形態６は、着色層が、コーティングを備え、コーティングが、硬化したポリマー結
合剤中の可視光吸収粒子の層、又は硬化したポリマー結合剤中の可視光吸収粒子と赤外光
吸収粒子の組み合わせを備える、実施形態４に記載の物品である。
【００８６】
　実施形態７は、着色層は、着色ハードコート層を備える実施形態４に記載の物品である
。
【００８７】
　実施形態８は、着色ハードコート層は、硬化したアクリル結合剤中のカーボンブラック
粒子を備える、実施形態７に記載の物品である。
【００８８】
　実施形態９は、反射防止剤層は、吸収性偏光層を備える、実施形態１～８のいずれかに
記載の物品である。
【００８９】
　実施形態１０は、吸収性偏光層は、０．５：１未満の偏光比を有し、偏光比は、水平方
向の直線偏光の透過と、垂直方向の直線偏光の透過との比である、実施形態９に記載の物
品である。
【００９０】
　実施形態１１は、吸収性偏光層は、０．１：１未満の偏光比を有する、実施形態１０に
記載の物品である。
【００９１】
　実施形態１２は、吸収性偏光層は、０．０２：１未満の偏光比を有する、実施形態１０
に記載の物品である。
【００９２】
　実施形態１３は、吸収性偏光層及び多層反射性偏光フィルムは、互いに＋２０°～－２
０°の範囲内で配向された水平ブロック軸線を有する、実施形態９に記載の物品である。
【００９３】
　実施形態１４は、多層反射性偏光フィルムは、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）
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、ポリエチレンテレフタレートを含有するコポリマー（ＣｏＰＥＴ）、ポリエチレンナフ
タレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンナフタレートを含有するコポリマー（ＣｏＰＥＮ）、
又はそれらの組み合わせから選択される、少なくとも２つの配向されたポリエステルフィ
ルム層を備える、実施形態３に記載の物品である。
【００９４】
　実施形態１５は、５％～５０％の可視光透過％を有する、実施形態１～１４のいずれか
１つに記載の物品である。
【００９５】
　実施形態１６は、反射性偏光フィルム物品は、感圧性接着剤層によりグレージング基材
に取り付けられる、実施形態１～１５のいずれか１つに記載の物品である。
【００９６】
　実施形態１７は、反射性偏光フィルム物品は、水平偏光の透過を水平偏光入射可視光の
６０％以下まで低減する、実施形態１～１６のいずれか１つに記載の物品である。
【００９７】
　実施形態１８は、反射性偏光フィルム物品は、水平偏光の透過を水平偏光入射可視光の
２０％以下まで低減する、実施形態１～１７のいずれか１つに記載の物品である。
【００９８】
　実施形態１９は、反射防止剤層の表面に入射する非偏光可視光の反射が、３０％未満で
ある、実施形態１～１８のいずれか１つに記載の物品である。
【００９９】
　実施形態２０は、反射防止剤層の表面に入射する非偏光可視光の反射が、１０％未満で
ある、実施形態１～１９のいずれか１つに記載の物品である。
【０１００】
　実施形態２１は、反射性偏光フィルム層の表面に入射する非偏光可視光の反射は、少な
くとも２０％である、実施形態１～２０のいずれか１つに記載の物品である。
【０１０１】
　実施形態２２は、反射性偏光フィルム層の表面に入射する非偏光可視光の反射が、少な
くとも４０％である、実施形態１～２１のいずれかに記載の物品である。
【０１０２】
　グレージングユニットも実施形態に含まれる。実施形態２３は、少なくとも１つのグレ
ージング基材と、少なくとも１つの反射性偏光フィルムと、少なくとも１つの反射防止剤
層と、を備えるグレージングユニットを含み、反射性偏光フィルムは、水平である偏光ブ
ロック軸線により偏光の透過を低減し、反射偏光フィルムは、水平偏光を水平偏光入射可
視光の９０％以下まで低減する。
【０１０３】
　実施形態２４は、少なくとも１つのグレージング基材、少なくとも１つの反射性偏光フ
ィルム、及び少なくとも１つの反射防止剤層は、互いに接触していない、実施形態２３に
記載のグレージングユニットである。
【０１０４】
　実施形態２５は、少なくとも１つの反射性偏光フィルム、及び少なくとも１つの反射防
止剤層は、反射性偏光フィルム物品を形成するように互いに接触しており、この反射性偏
光フィルム物品は、少なくとも１つのグレージング基材と接触していない、実施形態２３
に記載のグレージングユニットである。
【０１０５】
　実施形態２６は、反射防止剤層は、着色層又は吸収性偏光層を備える、実施形態２３～
２５のいずれか１つに記載のグレージングユニットである。
【０１０６】
　実施形態２７は、第２のグレージング基材を更に備える、実施形態２３～２６のいずれ
か１つに記載のグレージングユニットである。
【０１０７】
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　実施形態２８は、赤外光吸収粒子は、金属酸化物ナノ粒子を備える、実施形態６に記載
の物品である。
【０１０８】
　実施形態２９は、金属酸化物ナノ粒子は、錫、アンチモン、インジウム、亜鉛酸化物、
又はドープ酸化物を含む、実施形態２８に記載の物品である。
【実施例】
【０１０９】
　以下の実施例はあくまで例示を目的としたものにすぎず、付属の「特許請求の範囲」に
対して限定的であることを意図するものではない。特に断らない限り、以下の実施例及び
明細書の残りの部分に記載される部、比率（％）、比などはすべて重量基準のものである
。これらの省略形は、以下の例で使用される：ｇ＝グラム、ｍｉｎ＝分、ｈｒ＝時間、ｓ
ｅｃ＝秒、ｍＬ＝ミリリットル、Ｌ＝リットル、ｓ＝秒、ｆｐｓ＝フィート／秒、ｍＪ＝
ミリジュール、ｉｎ＝インチ、ｃｍ＝センチメートル、ｍｍ＝ミリメートル、ｍｉｌ＝１
インチの１０００分の１、μｍ＝マイクロメートル、ｃｐｓ＝センチポアズ。使用した溶
媒類及びその他の試薬類は、特段の規定がない限り、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ）より入手し
た。
【０１１０】
　試験方法：
　内面グレア低減試験：
　１２ｉｎ×１２ｉｎ（３０．５×３０．５ｃｍ）断面の正方形のボックスを使用して、
試験を実行した。ボックスの全長は３４ｉｎ（６１．０ｃｍ）長である。光沢のある白色
表面は、３ｍｍ厚の１１ｉｎ×１１ｉｎ（２７．９×２７．９ｃｍ）ガラスプレートの上
に白色ＰＥＴフィルム片を積層することにより構成した。暴露したガラス表面を上方に向
けた。ガラスプレートを試験ボックスの底面に置いた。窓ガラスプレートサンプルを光沢
のある白色表面プレートの前に垂直に置いた。１ｃｍ光ファイバーケーブル付属品を有す
る光源（Ｆｏｓｔｅｃ　Ｉｎｃ）は、直径１２ｍｍの視準光源を使用して構成した。光源
を窓ガラスプレートから約１２ｉｎ（３０．５ｃｍ）離して置いた。光源ビームが最初に
窓ガラスプレートを通り、次いで光沢のある白色表面に当たるように配置した。光源の出
力方向は、光ビームが、面法線から約６０°、すなわち入射角度６０°で光沢のある白色
表面に当たるようにした。Ｋｏｎｉｃａ－Ｍｉｎｏｌｔａ（東京、日本）から商品名「Ｌ
Ｓ－１００輝度計」として市販されている輝度計を使用して、光沢のある白色表面の反対
側から光沢のある白色表面の拡散スポットの中心で、ｃｄ／ｍ２の明るさを測定した。測
定角度は、法線から光沢のある白色表面まで約６０°であった。明るさは、選択した窓グ
レージング配向に対して記録した（すなわち、０°及び４５°）。中性密度非偏光グレー
ジング（比較例）に対する透過に等しいため、４５°配向を選択した。グレア低減％は、
等式：グレア低減％＝（Ｌ４５－Ｌ０）／Ｌ４５×１００％を使用して計算したが、Ｌ４

５は、４５°配向での明るさであり、Ｌ０は、０°配向での明るさである。結果を表１に
要約する。
【０１１１】
　グレア低減の詳細な図解は、０°～４５°まで５°間隔で偏光窓グレージングを回転さ
せることにより行った。配向角度ａでのグレア低減は、等式：グレア低減％＝（Ｌ４５－
Ｌａ）／Ｌ４５×１００％を使用して計算したが、Ｌ４５は、４５°配向での明るさであ
り、Ｌａは、配向角度ａでの明るさである。結果を表２に要約する。
【０１１２】
　外面グレア低減試験：
　この試験は、光源ビームが光沢のある白色表面に当たり、次いで輝度検出器に到達する
前に、窓ガラスプレートを通過するように配置したことを除いて、「内面グレア低減試験
」と同様に行った。
【０１１３】
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　反射率、透過率、及び吸収率
　反射率及び透過率は、Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｌａｍｂｄａ　１０５０分光計を使
用して測定した。未加工の分光ファイルは、ＬＢＮＬ（Ｌａｗｒｅｎｃｅ　Ｂｅｒｋｅｌ
ｅｙ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ）光学５．１プログラムを使用して処理
し、反射率、透過率、及び吸収率の値を得た。
【０１１４】
　比較例１（ＣＥ１）
　比較例１は、米国特許第７，７４０，４７０号に従って行った。反射率、透過率、及び
吸収率の測定値を表３に示す。サイド２は、反射防止剤層側として定義され、サイド２は
、反対側として定義される。
【０１１５】
　比較例２（ＣＥ２）
　使用した反射性偏光子は、米国特許第６，２９６，９２７号の実施例１と非常に類似し
ていた。同一の基材フィルムを実施例２～６で使用した。反射率、透過率、及び吸収率の
測定値を表３に示す。
【０１１６】
　比較例３（ＣＥ３）
　試験目的で、Ｓａｎｒｉｔｚ（Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ）の「ＨＬＣ２－５６１８スー
パーハイコントラスト青系グレー吸収偏光子」を３ｍｍの透明ガラスの上に積層した。反
射率、透過率、及び吸収率の測定値を表３に示す。積層体の吸収偏光子側からの反射率は
、Ｒｖｉｓサイド２である。積層体のガラス側からの反射率は、Ｒｖｉｓサイド１である
。
【０１１７】
　実施例１（ＥＸ１）
　比較例１の反射性偏光子は、光学的に透明なＰＳＡ（感圧性接着剤）で３ｍｍガラスの
上に積層した。比較例３の吸収偏光子は、反射性偏光子及び吸収偏光子の両方の偏光軸線
が、互いに平行に整列されるように、反射性偏光子の上に積層した。アセンブリ全体を試
験した。反射率、透過率、及び吸収率の測定値を表３に示す。
【０１１８】
　実施例２～６（ＥＸ２～ＥＸ６）
　幅８ｉｎ（２０ｃｍ）及び厚さ４ｍｉｌ（１ｍｍ）のシムを有するスロットコーティン
グダイを備えるコーティングラインを使用して、これらの実施例を行った。比較例２の多
層反射性偏光子フィルムは、基材フィルムとして使用した。２パスプロセスを使用して、
基材の片側に感圧性接着剤層を置き、基材の反対側に反射防止剤層を置いた。第１のパス
の間、基材フィルムは、ダイリップを通過する前に、２５０ｍＪ／ｃｍ２でコロナ処理に
供した。ライン速度は、４０ｆｐｍ（２０ｃｍ／秒）に設定した。２０％固体、溶媒媒介
性、１０００ｃｐｓ、アクリル系の光学的に透明な感圧性接着剤を、ダイを通してポンプ
圧送し、多層反射性偏光子フィルム基材をコーティングした（３～６ミル（０．０８～０
．１５ｍｍ）ウェットコート、６００～１２００ｍｇ／ｆｔ２（６．６７～１３．３ｇ／
ｍ２）乾燥重量）。コーティングされたフィルムを３ゾーンオーブンで乾燥させた。ゾー
ン温度は、ゾーン１、２、及び３に対してそれぞれ１８０°Ｆ（８２℃）、１９０°Ｆ（
８８℃）、及び２００°Ｆ（９３℃）であった。溶液ポンプ圧送速度は、最終コーティン
グ厚が約２ミル厚（５１μｍ）であるように調整した。乾燥後、コーティングされたフィ
ルムは、ラミネータを使用して、室温で０．９２ミル（２３μｍ）ＰＥＴ（ポリエチレン
テレフタレート）シリコーンライナーに積層し、出力ロール上に巻き上げた。出力ロール
は、２パスプロセスの入力基材として使用した。基材フィルムのコーティングされていな
い表面は、ダイリップを通過する前に、２５０ｍＪ／ｃｍ２でコロナ処理に供した。ライ
ン速度は、４０ｆｐｍ（２０ｃｍ／秒）に設定した。アクリル系ハードコート溶液（２０
ｃｐｓ、４０％固体、反射防止剤層として機能する）を、ダイを通してポンプ圧送し、反
射性偏光子フィルム基材の上をコーティングした。アクリル系ハードコート溶液は、１６
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３．５ｇの１：１ブレンドの１，６ヘキサンジオールジアクリレート：ペンタエリスリト
ールトリアクリレート、プロピレングリコールモノメチルエーテル９０．８ｇ、メチルエ
チルケトン１３３．３ｇ、ＢＡＳＦ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から市販される
「ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９」１．６ｇ、ニトロセルロース樹脂及びＰｅｎｎ　Ｃｏｌｏ
ｒ　Ｉｎｃ．（Ｄｏｙｌｅｓｔｏｎ，ＰＡ）から商品名「６Ｂ３８０」で市販される溶媒
の中に分散したカーボンブラック６４．４ｇ、及びＥｖｏｎｉｋ　Ｔｅｇｏ　Ｃｈｅｍｉ
ｅ（Ｅｓｓｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から商品名「ＴＥＧＯ　ＲＡＤ　２２５０」で市販さ
れるシリコーンポリエーテルアクリレート０．０７ｇを組み合わせることにより作製した
。コーティングされたフィルムは、ぬれた状態で０．５～１．０ミル（１３～２５μｍ）
の厚さを有した。コーティングされたフィルムは、３ゾーンオーブンで乾燥させた。ゾー
ン温度は、ゾーン１、２、及び３に対してそれぞれ１４０°Ｆ（６４℃）、１６０°Ｆ（
７３℃）、及び１８０°Ｆ（８２℃）であった。乾燥後、コーティングされたフィルムは
、溶融Ｈバルブを用いて６０％～１００％出力でＵＶ硬化させた。溶液ポンプ圧送速度は
、最終乾燥コーティング厚が約１．７μｍ（実施例２）、２．４μｍ（実施例３）、３．
５μｍ（実施例４）、５．１μｍ（実施例５）、及び６．７μｍ（実施例６）となるよう
に調整した。出力フィルムは、出力ロール内で巻き上げた。
【０１１９】
　出力フィルムは、最終グレージングを形成するように、３ｍｍ単一窓ガラスに積層した
。実施例５の場合、偏光子フィルムは、異なる角度で配向し、グレア低減は、表１及び２
に示されるように測定した。実施例２～６の反射率、透過率、及び吸収率の測定値は、表
３に示す。
【０１２０】
【表１】

【０１２１】
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【表２】

【０１２２】
【表３】

【０１２３】
　Ｔｖｉｓ＝可視光透過率（４００～７００ｎｍ）
　Ｔｓｏｌａｒ＝特定のフィルムが取り付けられた６ｍｍ単一窓ガラスを通して実際に透
過される３５０～２５００ｎｍ放射線の分数として測定される太陽熱透過率（３ｍｍ単一
窓ガラスを使用したＣＥ１、ＣＥ３、及びＥＸ１を除く）。
【０１２４】
　Ａｂｓ＝特定フィルムが取り付けられた６ｍｍ単一窓ガラスを通る吸収率。
【０１２５】
　Ｒｖｉｓサイド１＝サイド１からの可視光の反射率
　Ｒｖｉｓサイド２＝サイド２からの可視光の反射率。本発明の実施態様の一部を以下の
項目［１］－［２０］に記載する。
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[１]
　物品であって、
　グレージング基材と、
　前記グレージング基材に取り付けられた反射性偏光フィルム物品と、
　を備え、前記反射性偏光フィルム物品が、
　反射性偏光フィルムと、
　反射防止剤層と、
　を備え、前記反射性偏光フィルム物品が、
　水平の偏光ブロック軸線により偏光の透過を低減し、
　前記反射性偏光フィルム物品が、
　水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％以下まで低減する、
　物品。
[２]
　前記反射性偏光フィルムが、多層構造を備える、項目１に記載の物品。
[３]
　前記多層構造が、多層フィルムを備える、項目２に記載の物品。
[４]
　前記反射防止剤層が、着色層を備える、項目１に記載の物品。
[５]
　前記着色層が、コーティング、フィルム、又は着色グレージング基材を備える、項目４
に記載の物品。
[６]
　前記着色層が、コーティングを備え、前記コーティングが、硬化したポリマー結合剤中
の可視光吸収粒子の層、又は硬化したポリマー結合剤中の可視光吸収粒子と赤外光吸収粒
子の組み合わせを備える、項目４に記載の物品。
[７]
　前記着色層が、着色ハードコート層を備える、項目４に記載の物品。
[８]
　前記着色ハードコート層が、硬化したアクリル結合剤中にカーボンブラック粒子を含む
、項目７に記載の物品。
[９]
　前記反射防止剤層が、吸収性偏光層を備える、項目１に記載の物品。
[１０]
　前記吸収性偏光層が、０．５：１未満の偏光比を有し、前記偏光比が、水平方向の直線
偏光の透過と、垂直方向の直線偏光の透過との比である、項目９に記載の物品。
[１１]
　前記吸収性偏光層及び前記多層反射性偏光フィルムが、互いに＋２０°～－２０°の範
囲内で配向された水平ブロック軸線を有する、項目９に記載の物品。
[１２]
　前記多層反射性偏光フィルムが、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレ
ンテレフタレートを含有するコポリマー（ＣｏＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（Ｐ
ＥＮ）、ポリエチレンナフタレートを含有するコポリマー（ＣｏＰＥＮ）、又はそれらの
組み合わせから選択される、少なくとも２つの配向されたポリエステル層を備える、項目
３に記載の物品。
[１３]
　前記物品が、５％～５０％の可視光透過％を有する、項目１に記載の物品。
[１４]
　前記反射性偏光フィルム物品が、水平偏光の透過を水平偏光入射可視光の６０％以下ま
で低減する、項目１に記載の物品。
[１５]
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　前記反射防止剤層の表面上に入射する非偏光可視光の反射が、３０％未満である、項目
１に記載の物品。
[１６]
　前記反射性偏光フィルム層の表面上に入射する非偏光可視光の反射が、少なくとも２０
％である、項目１に記載の物品。
[１７]
　グレージングユニットであって、
　少なくとも１つのグレージング基材と、
　少なくとも１つの反射性偏光フィルムと、
　少なくとも１つの反射防止剤層と、を備え、前記反射性偏光フィルムが、水平の偏光ブ
ロック軸線により偏光の透過を低減し、かつ前記水平偏光を水平偏光入射可視光の９０％
以下まで低減する、グレージングユニット。
[１８]
　前記少なくとも１つのグレージング基材、前記少なくとも１つの反射性偏光フィルム、
及び前記少なくとも１つの反射防止剤層が、互いに接触していない、項目１７に記載のグ
レージングユニット。
[１９]
　前記少なくとも１つの反射性偏光フィルム、及び前記少なくとも１つの反射防止剤層が
、反射性偏光フィルム物品を形成するように互いに接触し、この反射性偏光フィルム物品
が、前記少なくとも１つのグレージング基材と接触していない、項目１７に記載のグレー
ジングユニット。
[２０]
　前記反射防止剤層が、着色層又は吸収性偏光層を備える、項目１７に記載のグレージン
グユニット。

【図１】 【図２】
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